
ワークショップ：

感染症と歴史学

16:00 ～ 19:00

2021

1 15 (Fri)
新型コロナウィルスが世界的に拡大する中で、国内外のメディア関係者は

歴史的前例を探り始めました。その際、１９世紀～２０世紀初期における

感染症の歴史は空前の注目を浴び、多様な場面でその研究蓄積が参照されるようになりました。

しかし、マスコミで感染症の歴史が取り上げられる際、その参照のされ方は必ずしも望ましいとは言え

ません。多くの場合、感染症対策や感染症に関する統計データが摘み食いされ、その対策やデータの性

格を規定する歴史的諸関係が捨象されます。本ワークショップでは、１９世紀～２０世紀前期における

感染症との戦いにスポットライトを当てつつ、新型コロナ時代における歴史研究の意義と果たすべき役

割を追求します。

廣川和花（専修大学・近代医学史 )
「隔離」を再考する―近代日本の感染症経験から

ジョン・ポーター（本学・日本近世史 )
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明治初期東京における家畜伝染病と斃獣処理
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伊東剛史（本学・イギリス近代史）

大鳥由香子（本学・アメリカ現代史）

小美濃彰（本学・博士後期課程 )

― コロナ時代における歴史研究の
　　　　　果たすべき役割をめぐって―

日本語／入場無料

▶ 事前申込要◀ 申込リンク（裏面）をご参照ください

お問い合わせ：
東京外国語大学 国際日本学研究院 
℡ 042-330-5826, 
caas_admin@tufs.ac.jp

「虎列刺退治明治」明治１９年 くすり博物館収蔵資料集 (4) はやり病の錦絵

「「茶毘室混雑の図」安政年間
国文学研究資料館所蔵『安政午秋　頃痢流行期』



ワークショップ
感染症と歴史学
―コロナ時代における歴史研究の果たすべき役割をめぐって―

新型コロナウィルスが世界的に拡大する中で、国内外の
メディア関係者は歴史的前例を探り始めました。その際、
１９世紀～２０世紀初期における感染症の歴史は空前の
注目を浴び、多様な場面でその研究蓄積が参照されるよ
うになりました。しかし、マスコミで感染症の歴史が取
り上げられる際、その参照のされ方は必ずしも望ましい
とは言えません。多くの場合、感染症対策や感染症に関
する統計データが摘み食いされ、その対策やデータの性
格を規定する歴史的諸関係が捨象されます。それに対し
て、本ワークショップは１９世紀～２０世紀前期におけ
る感染症との戦いにスポットライトを当てつつ、新型コ
ロナ時代における歴史研究の意義と果たすべき役割を探
るものであります。ワークショップ当日は、日本近代医
学史の専門家である専修大学の廣川和花氏および本学の
教員１名に研究報告をしていただくとともに、本学所属
の研究者３名によるコメントをいただきます。

「隔離」を再考する―近代日本の感染症経験から

［要旨］この �年間、感染症患者の「隔離」、もしくは「療養」

という表現を頻繁に耳にしました。「隔離」や「療養」の語は、

日本では近代以降に感染症対策の中で使われるようになり

ました。しかしその定義は実はそれほど明確ではなく、また

実際にとられたその措置の中身は多様でした。これらの言

葉をキーワードに、近代日本の感染症史を考えてみたいと

思います。

報告者①　廣川和花（専修大学・近代医学史 )

報告者②　ジョン・ポーター（本学・日本近世史 )
明治初期東京における家畜伝染病と斃獣処理

［要旨］明治四年六月よりシベリア海岸での家畜伝染病が蔓

延し、国内での流行を未然に防ぐため、東京府内で空前の

斃獣焼却令が発布されました。本来、斃牛馬の処理方法

は焼却ではなく、関東各地に設置された捨場に埋葬されま

した。その際、斃獣の屍は丸ごと埋められたのではなく、

生皮や角などは剥ぎ取られ、価値を生まない部分のみが埋

葬されました。しかし、明治四年の焼却令によって、生皮

の剥取が法的に否定され、国内の皮革業者は大きな打撃

を被りました。本報告では、東京都公文書館に所蔵されて

いる文書を検討材料として、家畜伝染病とその対策が関東

地方の斃獣処理体制とその伝統的な担い手である穢多身分

の者にどのような影響を与えたのかを検討してみたいです。

司会・コメンテーター①　伊東剛史（本学・イギリス近代史）
コメンテーター②　大鳥由香子（本学・アメリカ現代史）
コメンテーター③　小美濃彰（本学・博士後期課程 )

【日時】 2021 年 1 月 15 日 （金） 16:00 ～ 19:00
【場所】 Zoom によるオンライン

【使用言語】 日本語

【対象】 学生 ・ 一般

【入場】 無料

【主催】 東京外国語大学　大学院国際日本学研究院

【事前申込】 必要

下記のリンク先より事前申し込みをお願い致します。

お申し込みされた方に、 前日 1/14 （木） までに Zoom
情報をお送りします。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdlW9j
I7kCkIe8goemtN016clUaEXXwwc00pWolp0w3NgkUk
w/viewform?usp=sf_link

主催 | 大学院国際日本学研究院 Institute of Japan Studies       

お問い合わせ｜東京外国語大学 国際日本学研究院  ℡ 042-330-5826, caas_admin@tufs.ac.jp

東京公文書館所蔵「順立帳」明治４年


